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No.41 (201 1 )  
『新
モl
ツアル
ティア
lナ
｜海
老海
敏先生傘寿記念論文集
』
所収、
音楽之友社、
一一
O一
一年
、
六五七1六七
一一員
。
嶋田由美
「恒川錬之助
著
『音楽
入門
』
の研
究
呼吸法と
発声法を中心
とし
て｜
」『
和
愛知県立芸術大学紀要
歌山大学
教育学部
紀要、
教育
科学』
第五
六集
所収、
二O
O六年
、
七五
1八
O頁。
消水様子
「尾
張における
奏楽人
の活
動に
つい
て」
『尾猿
務社会
の総
合研究
《第二
編》』
所
収、
清文堂
出版、
二O
O
四年、
新見士口治
「鈴木
政士口翁
小伝を
読みて
」
『郷土
文化
』
第八号
（四）
所収、
一九
五三
年二一
月
、
一七
1一
八頁
。
高野郁朗
『十五代
伊藤次
郎左衛門』
松坂屋
一九
七七年
。
東京芸術大学百
年史編
纂委員会編
『東京
芸術大学
百年史
東京
音楽学校篇第
一巻
』
音楽
之友社
一九
八七年
。
塚原康
子
『明治国家と雅
楽｜｜伝統
の近
代化／国楽
の創
成』
有志舎、
二OO九
年。
寺内
直子
『雅楽
の
〈近代〉
と
〈現代
〉』
岩波書店、
二O
O九年
。
中村洪介
（林淑姫監修）
『近代
日本
洋楽史序説』
東京書籍
、
二O
O三年
。
名古屋市役所
『名古屋市史』
名古屋市
一九
五
1一
六
年。
幽明井敬
二
「解題」
『音楽雑誌
（おむがく
）』
復刻版補巻
一九
八四
年、
出版科学総合研
究所
五1二一
三頁
。
松本善三
『提琴有情｜｜日
本のヴ
ァイ
オリ
ン音
楽史』
レッ
スンの
友社、
一九
九五
年。
山住正
己
『唱歌教育
成立
過程の
研究』
東京大学出
版会、
一九
六七
年。
(31 ) 
『音
楽雑誌』
音楽雑誌社、
共益
商社書店
、
一八
九01
一
八九六年
。
復刻版、
出版科学総
合研究所、
一九
八四
年。
註
付録を除き、
本稿
では
原則と
し
て漢字
は新
字に改めた
2 
保育唱歌
〈少女〉
の歌詞は、
「乙
女等が、
っとむる
業と、
もの
学ぶ道は千衡に、
多けれど、
文読み
手かき、
裁縫
の、
その業々 を
習ひ得て、
父よ、
母よと、
いた£
きに、
いたジ
きもち
て、
睦まじく、
仕えま
つる
ぞ、
おほぢなり
ける」。
〈空蝉〉
の歌
詞は、
「空蝉
の、
世の人
皆の、
もの学
ぶ、
道を帥甘え
て、
いは
むには、
険しき山
の、
つ正
らをり、
登り降り
の、
苦しさを、
忍び忍びて、
末終
に、
高根
に上る、
ものとしら
なん
